
増加しつづけるSNSでの自撮り画像被害。
10代の4人にひとりが性的な自撮りを他人に送った経験アリというデータもあります。
被害や事件は特別なケースではなく、SNSを使う何気ない日常に潜んでいます。

何とかして被害を未然に防ぐことはできないか…？
大学生は子どもとおとなの真ん中世代。
子どものキモチ、おとなの視点の両側面から
様々なアイデアを出し検証を重ねて

画像検知システムを利用したスマホアプリの実装化をめざしてきました。

そしてこの春、子どもと保護者を守る
自撮り被害防止アプリ「コドマモ」としていよいよ誕生します。

ＳＮＳを楽しく使うため、そして
自分のココロ、カラダ、ミライを守るために。

このアプリの話をきっかけに
自撮り被害について親子でお話ししていただければ嬉しいです。

藤田医科大学医療科学部の学生が
SNS児童性被害防止アプリを発案。

〝子どもを守りたい〟という強い想いから
産官学の連携で始まったプロジェクトです
児童による性的な自撮り被害が増える中、愛知県警察が2021年秋に被害防止策について

起業家を育成するプロジェクト団体「Tongali」に相談。
社会課題解決を講義でも扱っていた藤田医科大学が名乗りをあげ、計画が始まりました。

愛知県警
ニュース

SNS上で子どもが狙われる
児童ポルノ事犯などの深刻な性被害が増加中

〇児童ポルノ事犯の被害児童は中高生で83.7％※
〇被害内容は児童が自撮りした画像に伴う被害が39.1%※ ※令和4年

   愛知県警での認知

被害児童の年代（令和4年） 被害児童の被害内容（令和4年）

児童が自らを撮影した
画像に伴う被害
36人（39.1％）

児童買春・淫行行為
27人（29.3％）

その他9人（9.8％）
盗撮5人（5.4％）
強制性交等・
強制わいせつ等
15人（16.3％）

高校生39人
（42.4％）

中学生38人
（41.3％）

小学生8人（8.7％）
未就学2人（2.2％）
その他5人（5.4％）




